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予算特集号平成26 年度
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平
成
26
年
度
は
、
４
年
に
１
度
の
市
長
改
選
の
年
に
当

た
り
、
当
初
予
算
は
義
務
的
経
費
や
経
常
的
経
費
な
ど
を

中
心
と
し
た
骨
格
予
算
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
補

正
予
算
で
、
投
資
的
経
費
や
政
策
的
経
費
な
ど
を
追
加
し
、

予
算
の
肉
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
県
の
『
核
燃
料
税
交
付
金
』

を
活
用
し
た
防
災
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
事
業
の
重
要

度
や
緊
急
度
な
ど
を
考
慮
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的

か
つ
効
率
的
な
配
分
に
努
め
な
が
ら
、
厳
選
し
た
事
業
を

中
心
に
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
今
年
度
の
６
月
補
正
後
の
伊
万
里
市
一
般

会
計
予
算
は
、
総
額
で
２
２
７
億
４
２
２
９
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
同
期
（
６
月
補
正
後
）
と
比

較
す
る
と
、
１
・
４
㌫
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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※平成 22 年度、平成 26 年度は６月補正後
（億円）

一般会計予算額の年度別推移

227 億 4,229 万円

209.3

223.6

平成 26 年度
６月補正後予算総額

繰入金
4 億 5,237 万円

分担金及び
負担金
4 億 7,165 万円

使用料及び
手数料
3 億 3,218 万円諸収入ほか

5 億 5,713 万円

歳　入

●市　税……………

●分担金及び負担金…

●繰入金……………

●使用料及び手数料…

●諸収入ほか………

●地方交付税………

●国庫支出金………

●市　債……………

●県支出金…………

●地方譲与税………

市税
65 億 7,916 万円

衛生費
16 億8,736 万円

土木費
17億8,326 万円

公債費
22 億 7,033 万円

教育費
25 億 9,077 万円

商工費
5 億 590 万円

消防費
8 億6,615 万円

その他
3 億 1,648 万円

歳出総額
　  227 億

4,229 万円

歳　出

農林水産業費
6 億 8,430 万円

●民生費…………社会福祉や児童福祉、生活保護など市民

の安定した生活を保障する経費です。

●総務費…………企画や男女協働、国際交流など、主に総

務部門に要する経費です。

●教育費…………小・中学校などの学校教育や社会教育、

保健体育など教育全般の経費です。

●公債費…………借入金の返済に要する経費です。

●土木費…………道路や河川、住宅、公園、市街地などの

整備や維持管理に要する経費です。

●衛生費…………保健衛生や、ごみの収集・処理などに要

する経費です。

●消防費…………火災など災害に対応するための経費です。

●農林水産業費…農林水産業の振興に要する経費です。

●商工費…………商工業や観光の振興に要する経費です。

●議会費…………議会運営に要する経費です。

●その他…………労働費や諸支出金、災害復旧費などです。

議会費
2 億 8,705 万円

地方交付税
51 億 5,389 万円

地方譲与税ほか
9 億 7,196 万円

民生費
90 億 8,729 万円

総務費
26 億 6,340 万円

依存財源
143 億
4,980 万円
 （63.1％）

市債
27 億 1,172 万円

国庫支出金
36 億 5,700 万円

県支出金
18 億 5,523 万円

自主財源
83 億
9,249 万円
 （36.9％）

一
般
会
計

227.4

個人と法人の市民税や固定資産税、

たばこ税などです。

災害復旧事業の負担金、保育園の入所

負担金などです。

基金や特別会計からの繰入金です。

施設の使用料、戸籍や住民票の謄・抄

本の手数料などです。

雑入などです。

国が徴収した税金から、地方公共団体

が等しく事務を進められるよう一定の

基準で交付されるものです。

国からの負担金や補助金です。

市が行う事業の財源として、国や金融

機関などから借り入れる借入金です。

県からの負担金や補助金です。

国税から譲与されるものです。
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※平成 26 年 5 月 31 日現在の金額です。

※ 主な借入先は、財務省、地方公共団体金融機構、

佐賀県、市中金融機関などです。

表１ 特別会計予算額

表２ 企業会計予算額

表３ 市債現在高

特 別 会 計 名 予　算　額

国 民 健 康 保 険 78 億    315 万円

介 護 保 険 57 億    119 万円

立 花 台 地 開 発 事 業 1,737 万円

公 共 下 水 道 事 業 20 億 8,034 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 1 億 5,672 万円

市 営 駐 車 場 1,203 万円

後 期 高 齢 者 医 療 13 億 4,616 万円

計 171 億 1,696 万円

区 分 水道事業 工業用水道事業

収
益
的
収
支

収 

入
15 億 　986 万円 12 億 4,320 万円

支 

出
15 億 　986 万円 12 億 4,320 万円

資
本
的
収
支

収 

入
12 億 8,656 万円 6 億 　130 万円

支 

出
20 億 4,908 万円 6 億 7,134 万円

会計区分 現在高

 一般会計 206 億 8,532 万円

特
別
会
計

 公共下水道事業 127 億 6,380 万円

 農業集落排水事業 11 億 　469 万円

計 345 億 5,381 万円

会計区分 現在高

企
業
会
計

 水道事業 46 億 5,384 万円

 工業用水道事業 148 億　 875 万円

計 194 億 6,259 万円

■
水
道
事
業
特
別
会
計

安
心
し
て
飲
め
る
水
を
供
給
す

る
た
め
、
水
道
使
用
料
な
ど
を

財
源
に
、
事
業
運
営
や
施
設
整

備
な
ど
を
行
う
会
計
で
す
。

■
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計

工
業
用
水
を
供
給
す
る
た
め
、

使
用
料
な
ど
を
財
源
に
、
事
業

運
営
や
施
設
整
備
な
ど
を
行
う

会
計
で
す
。

　
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
際
に
、
そ

の
財
源
の
一
部
と
し
て
、
国
や
県
、

金
融
機
関
な
ど
か
ら
資
金
を
借
り
入

れ
て
い
ま
す
。
市
債
の
現
在
高
は
、

　
　
　
の
と
お
り
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
適
用

を
受
け
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者

と
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が

あ
る
人
か
ら
徴
収
し
た
保
険
料

を
、
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
納
付
す
る
会
計

で
す
。

　
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受

け
、
特
別
会
計
の
中
で
も
経
営
成

績
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
次
の
２
つ
の
企
業
会
計
を
設

け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計

ご
と
の
予
算
額
は
、　
　
　
の
と
お

り
で
す
。

■
立
花
台
地
開
発
事
業
特
別
会
計

公
共
事
業
に
伴
う
代
替
地
供
給

を
目
的
と
し
た
、
宅
地
開
発
を

行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
を
め

ざ
し
、
下
水
道
の
整
備
や
処
理

場
の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
の

会
計
で
す
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

農
村
地
域
の
快
適
な
生
活
環
境

の
実
現
を
め
ざ
し
、
排
水
事
業

を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

■
市
営
駐
車
場
特
別
会
計

中
心
市
街
地
や
商
店
街
な
ど
へ
の

来
訪
者
の
利
便
を
図
る
目
的
で
設

置
し
て
い
る
市
営
駐
車
場
を
管

理
・
運
営
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

　
特
定
の
事
業
を
行
う
際
に
、
特

定
の
収
入
を
も
っ
て
そ
の
支
出
に

充
て
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経

理
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て

特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
は
、　
　  
の
と
お

り
７
つ
の
特
別
会
計
を
設
け

て
お
り
、
そ
の
予
算
総
額
は
、

１
７
１
億
１
６
９
６
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税
や
国
庫
支
出

金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
医
療

給
付
な
ど
を
行
う
た
め
の
会
計

で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
料
や
国
庫
支
出
金

を
主
な
財
源
と
し
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
会

計
で
す
。

特
別
会
計

企
業
会
計

市
債
現
在
高

平成 26 年度 ６月補正後予算額

表
１

表
２

表
３
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強く、元気な伊万里市へ

　
我
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
一
昨
年
12

月
の
政
権
交
代
以
降
に
取
り
組
ま
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
大
胆

な
金
融
政
策
や
機
動
的
な
財
政
・
経
済

対
策
な
ど
の
効
果
に
よ
り
回
復
基
調
に

あ
り
、
第
３
の
矢
と
さ
れ
る
民
間
投
資

を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
の
展
開
に
よ
る

今
後
の
成
果
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
る
一
方
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
が
進

め
ら
れ
る
中
、
コ
メ
や
牛
肉
な
ど
本
市

の
主
要
な
農
産
物
生
産
へ
の
大
き
な
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
先
行
き
は
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
10
年
後
に
は
団
塊
の
世
代
が

後
期
高
齢
者
と
な
り
、
社
会
保
障
費
や

医
療
費
の
急
激
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る

ほ
か
、
１
０
０
年
後
に
は
県
内
人
口
は

現
在
の
わ
ず
か
３
分
の
１
に
ま
で
縮
小

す
る
と
推
計
さ
れ
る
な
ど
、
人
口
減
少

と
少
子
高
齢
化
は
世
界
に
も
例
を
み
な

い
速
度
で
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
安
全
に
対
す
る
意
識
転
換

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災
と

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
発
生
か

ら
３
年
以
上
が
経
過
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
被
災
地
で
は
復
興
が
進
ま
な
い
厳
し

い
実
情
に
あ
り
、
本
市
の
全
域
が
玄
海
原

子
力
発
電
所
か
ら
30
キ
ロ
圏
の
緊
急
時
防

護
措
置
準
備
区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
に
含
ま
れ

た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を

守
る
た
め
の
防
災
対
策
事
業
の
実
施
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

市
政
を
取
り
巻
く
情
勢

　私は、先の市長選挙において、市民の皆さんのご支持を賜り、無

投票当選により４期目の市政運営について負託をいただきました。こ

のことは、この上なく光栄に思いますとともに、平成 14 年４月の市

長就任以来、３期12年間にわたって、市民の皆さんと同じ目線に立ち、

情熱をもって市政運営に努めてきた評価と、将来に向けた信頼と期

待の表れと受け止め、その責任の重大さに身の引き締まる思いです。

　伊万里市は、昭和 29 年の市制施行から今年で 60 周年を迎えます。

西九州北部の中核都市としての機能と、風格を備え着実な発展を遂

げてきた今日の伊万里市が、次なるステージへと大きく飛躍するよう、

私は、市政運営の原点に立ち返り、『さわやか市政』を推進します。また、

『暮らしの安心・安全の確保』、『地域産業の振興』、『賑
にぎ

わいと活力の

創出』の３つのまちづくりを積極的に展開し、市民福祉のさらなる向

上と将来に向けた発展に全力を尽くす決意です。

　特に、海外との貿易や産業集積を図るための伊万里湾開発と、西

九州自動車道の市内区間の開通を契機とする観光戦略の展開につい

ては、本市の成長戦略と位置づけ、私の政治目標である『住みたいま

ち伊万里・行きたいまち伊万里』の実現に最大限の努力を傾注します。

　平成 26 年第２回定例市議会（６月議会）で、塚部市長が平成

26 年度の市政運営について所信表明を行いました。ここでは、そ

の一部を紹介します。

自
立
し
た
自
治
体
経
営
の
確
立
と

　
　
　
市
民
が
主
役
の
活
気
に
満
ち
た

地
域
社
会
を
実
現
し
ま
す

平成 26 年第２回定例会

所  信  表  明

　伊万里市長　　塚 部 芳 和

４期目に当たっての決意
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第２回定例会　塚部市長所信表明

強く、元気な伊万里市へ

　
こ
の
よ
う
に
、
新
た
な
対
応
を
迫
ら

れ
る
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
地
方
自
治

体
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、
さ
ら
に
増

大
し
多
様
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
今
後
４
年
間
の
市
政
運
営
は
、
未

来
の
伊
万
里
市
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
飛

躍
の
た
め
の
正
念
場
で
あ
る
と
の
思
い

を
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
私
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
将
来
を
見
据
え
た
堅
実
な
行

財
政
運
営
を
市
政
運
営
の
基
本
と
し
な

が
ら
、
行
政
改
革
へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
取
り

組
み
に
よ
り
自
立
性
の
高
い
自
治
体
経

営
の
確
立
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民

が
主
役
と
な
っ
て
活
気
に
満
ち
た
地
域

社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
、
大
胆
な

発
想
の
転
換
と
と
も
に
、
攻
め
の
姿
勢

と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、『
強
く
、
元

気
な
伊
万
里
市
づ
く
り
』
に
邁ま

い

進し
ん

し
て

い
く
決
意
で
す
。

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
『
強
く
、

元
気
な
伊
万
里
市
を
つ
く
る
た
め
の
５

つ
の
施
策
』
に
つ
い
て
は
、
第
５
次
伊

万
里
市
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
に

位
置
づ
け
、
着
実
に
推
進
し
て
い
く
考

え
で
す
。

※
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
総
合
計
画
の
５
つ

の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
沿
っ
て
取
り

組
む
市
政
の
主
な
施
策
と
予
算
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

主
要
な
施
策



●
婚
活
啓
発
事
業
　
　
　
　   

１
５
９
万
円

　
地
域
少
子
化
対
策
強
化
交
付
金
を
活
用

し
、
事
業
所
な
ど
を
対
象
に
結
婚
に
関
す

る
意
識
改
革
や
婚
活
応
援
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　
財
源
　
県
１
５
９
万
円
　
▼
婚
活
応
援
課

●
妊
娠
・
出
産
講
演
会
開
催
事
業 

　
85
万
円

　
地
域
少
子
化
対
策
強
化
交
付
金
を
活
用

し
、
結
婚
か
ら
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
ま
で
、

切
れ
目
の
な
い
保
健
対
策
を
強
化
す
る
た

め
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
財
源
　
県
85
万
円
　
　
▼
健
康
づ
く
り
課

●
庁
舎
管
理
事
業
（
市
民
ロ
ビ
ー
授
乳
室
設

置
工
事 

　
）　
　
　 

　
　
　
　
　
90
万
円

　
来
庁
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
市
民

ロ
ビ
ー
に
授
乳
室
を
設
置
し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
90
万
円
　
　
　
▼
財
政
課

●
が
ん
患
者
か
つ
ら
購
入
支
援
事
業

83
万
円

　
国
・
県
の
第
２
次
が
ん
対
策
推
進
基
本
計

画
を
推
進
す
る
た
め
、
が
ん
の
治
療
に
よ

る
脱
毛
に
悩
む
が
ん
患
者
に
対
し
、
か
つ

ら
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
83
万
円
　
　
▼
健
康
づ
く
り
課

62014 予算特集

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
来
年

４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
新
制
度
へ
の
ス
ム
ー
ズ

な
移
行
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
が
健
や
か
で
伸
び
伸
び
と
育
つ
よ
う
、
子
ど
も

に
関
す
る
総
合
的
な
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
事
業
所
な

ど
を
対
象
と
し
た
結
婚
活
動
の
支
援
に
関
す
る
学
習
会
や
、
市
内
高
校
に
お
い
て
結

婚
や
子
育
て
な
ど
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
出
会
い

か
ら
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
に
至
る
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
若
年
層
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、
関
係

団
体
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
運
動
に
親
し
む
機
会
の
提
供
や
各
種
講
座
の
開
催
な
ど
、
健
康
長
寿
日

本
一
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
国
や
県
の
が
ん
対
策
に
関
す
る
計
画
に
お
い
て
、
が
ん
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
の
構
築
を
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
抗
が
ん
剤
の
副

作
用
に
よ
る
脱
毛
に
悩
む
人
が
治
療
を
受
け
な
が
ら
社
会
復
帰
が
で
き
る
よ
う
、
新

た
に
医
療
用
等
か
つ
ら
の
購
入
費
の
助
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

新

安
心
で
健
や
か
な
暮
ら
し
づ
く
り

まちづくりの目標

●
身
体
障
害
者
更
生
医
療
給
付
事
業

９
２
２
６
万
円

　
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
の
障
害
部
位
の
加

療
に
よ
り
、
改
善
ま
た
は
機
能
維
持
が
図

ら
れ
る
場
合
（
人
工
透
析
、
心
臓
手
術
な

ど
）
に
医
療
費
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
国
４
６
０
３
万
円
　
県
２
３
０
２

　
万
円
　
市
２
３
２
１
万
円
　
　
▼
福
祉
課

●
身
体
障
害
児
育
成
医
療
給
付
事
業

３
５
４
万
円

　
身
体
に
障
害
の
あ
る
18
歳
未
満
の
児
童
に

対
し
、
原
則
と
し
て
手
術
（
内
科
的
治
療
は

除
く
）
に
よ
り
将
来
の
生
活
能
力
を
得
る

た
め
に
必
要
な
医
療
給
付
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
国
１
７
７
万
円
　
県
88
万
円
　
市

89
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
福
祉
課

●
障
害
者
介
護
・
訓
練
等
給
付
事
業

９
億
５
７
７
４
万
円

　
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
き
、
障
害
者

や
そ
の
保
護
者
に
対
し
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
支
援
な
ど
を
行
い
、
障
害
者
の

自
立
や
社
会
参
加
を
促
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
４
億
７
８
２
５
万
円
　
県
２
億

　
３
９
１
２
万
円
　
市
２
億
４
０
３
７
万
円

▼
福
祉
課

●
医
療
費
助
成
事
業   

１
億
４
６
６
６
万
円

　
心
身
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
や
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
に
対
し
、
医
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　
財
源
　
県
７
３
３
３
万
円
　
市
７
３
３
３

　
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
福
祉
課

１

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
運
用
事
業２

０
３
万
円

　
突
発
的
で
緊
急
を
要
す
る
事
態
に
対
応
す

る
た
め
、
在
宅
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど

に
対
し
て
緊
急
通
報
機
器
を
貸
与
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
２
０
３
万
円   

▼
長
寿
社
会
課

●
老
人
団
体
支
援
事
業
　
　
　
２
６
４
万
円

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
各
町
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
県
56
万
円
　
市
２
０
８
万
円

▼
長
寿
社
会
課

新

新

新

市長旗争奪ゲートボール大会



●
健
康
長
寿
推
進
事
業
　
　
　
　
　
57
万
円

　
健
康
長
寿
日
本
一
を
め
ざ
し
、
関
係
課

や
関
係
団
体
で
組
織
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
、
事
業
計
画
な
ど
の
検

討
を
行
う
と
と
も
に
、
本
年
度
は
生
活
習

慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定
健
診
の
受
診
率

向
上
や
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
市
民
健

康
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
57
万
円
　
　
▼
健
康
づ
く
り
課

●
生
活
保
護
費
支
給
事
業

　
　
11
億
６
６
８
１
万
円

　
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
、
必
要
な
保
護
を

行
う
こ
と
に
よ
り
最
低
限
度
の
生
活
を
保

障
し
、
自
立
を
助
長
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
８
億
７
５
１
０
万
円
　
県

２
７
２
４
万
円
　
市
２
億
６
４
４
７
万
円

▼
福
祉
課

●
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業

１
億
７
２
６
４
万
円

　
４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所

得
の
低
い
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
、
臨
時
的
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
１
億
７
２
６
４
万
円

▼
福
祉
課

●
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
支
給
事
業

８
０
３
６
万
円

　
４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
子

育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も

に
、
消
費
の
下
支
え
を
図
る
た
め
、
臨
時

的
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
８
０
３
６
万
円
　
　
▼
福
祉
課
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●
予
防
接
種
事
業
　
　
１
億
６
１
８
９
万
円

　
感
染
症
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
小
児
や
女
子
生
徒
へ
の
各
種
予
防
接

種
と
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
の
風
し

ん
へ
の
感
染
を
予
防
し
、
安
心
し
て
出
産

で
き
る
よ
う
、
成
人
を
対
象
と
し
た
風
し

ん
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　
財
源
　
県
１
９
２
万
円
　
市
１
億
５
９
９
７

　
万
円
　
　
　
　
　
　
　
▼
健
康
づ
く
り
課

●
産
婦
相
談
交
流
事
業
　
　
　
　
　
54
万
円

　
地
域
少
子
化
対
策
強
化
交
付
金
を
活
用

し
、
産
後
う
つ
の
予
防
や
出
産
直
後
の
育

児
不
安
に
関
す
る
相
談
や
情
報
交
換
を
行

い
ま
す
。

　
財
源
　
県
54
万
円
　
　
▼
健
康
づ
く
り
課

●
妊
婦
乳
児
健
康
診
査
事
業
　
５
４
０
７
万
円

　
乳
児
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
よ

う
、
ま
た
、
妊
婦
の
健
康
管
理
の
充
実
と

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
で
安
心

し
て
妊
娠
や
出
産
が
で
き
る
体
制
を
確
保

す
る
た
め
、
乳
児
お
よ
び
妊
婦
の
健
康
診

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
５
４
０
７
万
円▼

健
康
づ
く
り
課

●
休
日
・
夜
間
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
運

営
事
業
　
　
　
　
　
　
　
１
５
６
８
万
円

　
休
日
・
夜
間
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
日
曜
日
や
祝
日
の
休
日
診
療
や
平
日

の
夜
間
に
お
け
る
小
児
診
療
な
ど
初
期
救

急
医
療
体
制
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

●
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業９

９
７
９
万
円

　
小
・
中
学
生
が
入
院
し
た
際
、
ま
た
は
小

学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
入
院
・
通
院
し

た
際
の
医
療
費
（
保
険
診
療
分
）
自
己
負

担
分
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
財
源
　
県
４
８
２
７
万
円
　
諸
収
入

１
１
７
万
円
　
市
５
０
３
５
万
円▼

福
祉
課

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

４
１
２
万
円

　
子
育
て
相
談
業
務
や
多
様
化
す
る
保
育
需

要
に
応
じ
た
一
時
預
か
り
、
休
日
保
育
な

ど
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
使
用
料
69
万
円
　
国
１
１
３
万
円

県
１
７
７
万
円
　
市
53
万
円   

▼
福
祉
課

●
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
管
理
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
６
３
０
４
万
円

　
就
労
な
ど
で
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

の
小
学
校
低
学
年
の
児
童
に
対
し
て
安
全

な
生
活
の
場
や
遊
び
の
場
を
提
供
し
、
健

全
な
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
財
源
　
使
用
料
２
１
４
５
万
円
　
県

２
６
２
８
万
円
　
諸
収
入
60
万
円
　
市

１
４
７
１
万
円
　
　
　
　
▼
教
育
総
務
課

●
健
康
増
進
事
業
　
　
　
　
３
６
６
２
万
円

　
市
民
の
健
康
保
持
を
目
的
に
、各
種
健
（
検
）

診
や
健
康
相
談
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
90
万
円
　
県
１
０
３
万
円
　
繰

入
金
48
万
円
　
諸
収
入
６
１
４
万
円
　
市

２
８
０
７
万
円
　
　
　
▼
健
康
づ
く
り
課

新

平成 26 年度　主な施策と予算 １　安心で健やかな暮らしづくり 

　
財
源  

市
１
５
６
８
万
円▼

健
康
づ
く
り
課

●
伊
万
里
・
有
田
地
区
医
療
福
祉
組
合
運
営

負
担
金
　
　
　
　
　
２
億
１
２
０
１
万
円

　
伊
万
里
・
有
田
地
区
医
療
福
祉
組
合
が
行

う
伊
万
里
有
田
共
立
病
院
事
業
に
対
し
、

そ
の
運
営
経
費
を
負
担
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
２
億
１
２
０
１
万
円

 

▼
健
康
づ
く
り
課

●
病
院
群
輪
番
制
病
院
運
営
事
業４

７
４
万
円

　
初
期
救
急
医
療
（
休
日
・
夜
間
急
患
医
療

セ
ン
タ
ー
、
在
宅
当
番
医
制
）
を
支
援
す

る
た
め
、
休
日
に
入
院
治
療
を
必
要
と
す

る
重
症
救
急
患
者
の
医
療
を
確
保
す
る
た

め
、
輪
番
制
に
よ
り
開
院
す
る
伊
万
里
・

有
田
地
区
内
の
10
病
院
に
対
し
、
運
営
に

要
す
る
経
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
諸
収
入
１
７
１
万
円
　
市
３
０
３

　
万
円
　
　
　
　
　
　   

▼
健
康
づ
く
り
課

新

新

新

市内の保育園児たちが元気に歌って踊る
『心ふれあい・うたフェスタ』



を
推
進
し
ま
す
。

　
財
源
　
県
43
万
円
　
市
44
万
円

▼
学
校
教
育
課

●
小
・
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
管
理
事
業
（
先
進

的
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
教
育
推
進
事
業
臨
時
交

付
金
　 

）  

　
　
　
　
　  

４
８
２
２
万
円

　
教
職
員
の
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
を
更
新
す
る

と
と
も
に
、
県
の
先
進
的
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

教
育
推
進
事
業
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

各
教
室
に
電
子
黒
板
を
導
入
し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
４
３
８
０
万
円
　
市
４
４
２

　
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
学
校
教
育
課

●
中
学
校
放
課
後
等
補
充
学
習
事
業

93
万
円

　
生
徒
の
学
力
向
上
の
促
進
と
学
習
習
慣
の
定

着
を
図
る
た
め
、
地
域
の
人
材
を
活
用
し
、

放
課
後
な
ど
に
補
充
学
習
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
県
56
万
円
　
市
37
万
円

▼
学
校
教
育
課
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子
ど
も
の
創
造
性
や
主
体
性
を
育
む
た
め
、
学
校
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
は
じ
め
、
中
学
校
に
お
い
て
、
放
課
後
に
地
域
の
人
材
を
活
用
し
た

学
力
向
上
対
策
に
取
り
組
む
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
機
器
を
利
用
し
児

童
生
徒
の
学
習
意
欲
と
理
解
を
高
め
る
た
め
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
電
子
黒
板
の

整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
規
模
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
少
子
化
に

伴
う
児
童
生
徒
数
の
動
向
な
ど
を
見
据
え
て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
市
民
運
動
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
博
物
館
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
施
設
の
必
要
性
や
あ
り
方
に
つ
い
て
の
調
査

研
究
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
来
年
生
誕
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
本
市
出
身
の
偉
人
で

あ
る
森
永
太
一
郎
翁
に
関
連
す
る
資
料
の
展
示
を
行
う
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
と
体
力
向
上
は
も
と
よ
り
、
県
内
外
か
ら
の
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
日

本
陸
上
競
技
連
盟
か
ら
の
公
認
を
受
け
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

新

まちづくりの目標２
創
造
的
で
心
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り

●
伊
万
里
塾
開
催
事
業
　
　
　
　
　
56
万
円

　
地
域
の
歴
史
、
文
化
、
風
土
、
自
然
な
ど

の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
各
町
公
民
館
を
拠
点
に
独
自

の
講
座
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
56
万
円
　
　
　
▼
生
涯
学
習
課

●
家
読
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
24
万
円

　
市
制
60
周
年
を
記
念
し
、
家う

ち
ど
く読

推
進
講
演

会
、
家
読
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
10
周

年
を
記
念
し
て
講
演
会
を
開
催
し
、
親
子

や
家
族
で
読
書
に
つ
い
て
語
り
合
う
時
間

を
作
り
出
す
家
読
活
動
を
市
内
全
域
に
広

げ
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
24
万
円   

▼
市
民
図
書
館

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
　
　
　
　
67
万
円

　
生
後
３
か
月
を
迎
え
た
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の

保
護
者
に
対
し
、
３
か
月
児
健
診
時
に
絵

本
を
配
布
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
協

働
で
読
み
語
り
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
67
万
円   

▼
市
民
図
書
館

●
小
学
校
建
設
事
業   

８
億
５
５
７
７
万
円

　
二
里
小
学
校
校
舎
の
改
築
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
国
２
億
２
２
０
万
円
　
繰
入
金

８
０
０
０
万
円
　
市
債
５
億
６
４
１
０
万

円
　
市
９
４
７
万
円
　   

▼
教
育
総
務
課

●
小
・
中
学
校
耐
震
改
修
事
業２

７
０
８
万
円

　
耐
震
診
断
で
補
強
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

伊
万
里
小
学
校
お
よ
び
伊
万
里
中
学
校
の

屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
、

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
１
３
５
４
万
円
　
市
債
１
３
５
０

　
万
円
　
市
４
万
円
　
　   

▼
教
育
総
務
課

●
『
進
』
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業87

万
円

　
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
や
豊
か
な
心
の
育

成
を
図
る
た
め
、
学
校
と
地
域
の
関
係
者

が
一
体
と
な
っ
て
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

新

新

市内小学校のほか県外からの参加もあり、友
情の輪が広がる波多津小学校の『一輪ピック』

保護者会が中心となってリニューアルした黒川小学校
の図書館で楽しそうに本を読む児童



●
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業

１
９
０
万
円

　
少
年
非
行
な
ど
に
関
す
る
知
識
を
持
つ
指

導
員
を
学
校
に
配
置
し
、
い
じ
め
や
暴
力

行
為
、
非
行
防
止
対
策
な
ど
に
対
す
る
支

援
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
９
０
万
円
　
▼
学
校
教
育
課

●
伊
万
里
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
調
査
研
究
事
業

35
万
円

　
市
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
、
本
市
に
お
け
る
博
物
館
の
必
要

性
や
あ
り
方
、
事
業
方
法
な
ど
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
35
万
円
　
　
　
▼
企
画
政
策
課

●
特
別
支
援
児
童
生
徒
サ
ポ
ー
ト
事
業

１
２
４
７
万
円

　
小
・
中
学
校
に
お
い
て
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）

や
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）、

肢
体
不
自
由
な
ど
の
特
別
な
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
の
自
立
を
促
す
た
め
、

臨
時
雇
職
員
を
配
置
し
、
学
習
・
生
活
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
２
４
７
万
円
　
▼
学
校
教
育
課

●
学
校
適
応
指
導
教
室
運
営
事
業３

７
６
万
円

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
旧
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
す
る
学
校
適
応
指
導
教
室

『
せ
い
ら
』
と
『
せ
い
ら
西
』
に
お
い
て
、

学
習
や
体
験
活
動
を
通
じ
て
不
登
校
児
童

生
徒
の
学
校
復
帰
を
支
援
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
３
７
６
万
円
　
▼
学
校
教
育
課

●
市
民
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

８
１
７
６
万
円

　
文
化
ホ
ー
ル
の
舞
台
照
明
設
備
を
ア
ナ
ロ

グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
変
更
す
る

な
ど
設
備
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
８
０
０
０
万
円
　
市

１
７
６
万
円   

　
　
　
▼
市
民
セ
ン
タ
ー

●
公
民
館
改
修
事
業 

　  

　
１
０
１
３
万
円

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
誰
も

が
利
用
し
や
す
い
公
民
館
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
大
川
内
公
民
館
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
し
ま
す
。

　
財
源
　
諸
収
入
１
０
０
０
万
円
　
市
13
万
円

▼
生
涯
学
習
課

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

　
１
億
６
４
４
６
万
円

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
り
整
備
を
行
っ
た
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
経
費
な
ど
を
、
平

成
18
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま
で
の
16
年

間
に
わ
た
り
支
払
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
億
６
４
４
６
万
円

   

▼
体
育
保
健
課

●
大
連
市
友
好
交
流
伊
万
里
市
訪
問
団
派
遣

事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
81
万
円

　
中
国
大
連
市
と
は
１
９
８
７
年
の
相
互
訪

問
以
来
、
深
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
お
り
、

市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
通
じ
て
本
市
の

活
性
化
を
め
ざ
す
た
め
、
市
民
訪
問
団
を

派
遣
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
81
万
円
　
　
　
▼
国
際
交
流
室

●
市
民
体
育
祭
開
催
事
業
　
　
　
　
50
万
円

　
市
制
60
周
年
を
記
念
し
、
ス
ポ
ー
ツ
が
盛

ん
で
心
身
と
も
に
健
や
か
な
ひ
と
づ
く
り

と
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
市
民
総
参
加

に
よ
る
体
育
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
50
万
円   

　
　
▼
体
育
保
健
課

●
プ
ロ
野
球
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
伊
万
里
大

会
開
催
支
援
事
業
　
　
　
　
　
　
50
万
円

　
市
制
60
周
年
と
国
見
台
野
球
場
改
築
20
周

年
を
記
念
し
、
市
民
の
『
見
る
ス
ポ
ー
ツ
』

の
場
づ
く
り
と
青
少
年
の
競
技
力
向
上
を

図
る
た
め
、
プ
ロ
野
球
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー

グ
伊
万
里
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
50
万
円   

　
　
▼
体
育
保
健
課

●
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
事
業

２
９
７
万
円

　
教
育
相
談
の
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
持

つ
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
小
学
校
に

配
置
し
、
不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
子
ど
も

や
保
護
者
が
抱
え
る
悩
み
に
つ
い
て
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
県
99
万
円
　
市
１
９
８
万
円
　
　

　
　
　
　
　
　
　
▼
学
校
教
育
課

●
森
永
太
一
郎
展
開
催
事
業

１
７
７
万
円

　
市
制
60
周
年
を
記
念
し
、
森
永
太
一
郎
翁

の
遺
品
な
ど
を
展
示
し
、
人
物
像
や
本
市

と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
を
は
じ
め
市
民
の
郷

土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
養
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
７
７
万
円   

▼
生
涯
学
習
課

●
史
跡
大
川
内
鍋
島
窯
跡
学
術
調
査
事
業

２
２
７
万
円

　
国
史
跡
の
一
部
区
域
に
つ
い
て
遺
構
の
範

囲
や
性
格
、
さ
ら
に
歴
史
的
変
遷
を
確
認

す
る
た
め
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
国
１
１
４
万
円
　
県
38
万
円
　
市

75
万
円
　
　
　
　
　
　   

▼
生
涯
学
習
課

●
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
事
業

１
２
６
万
円

　
市
制
60
周
年
を
記
念
し
、
日
本
陸
上
競
技

連
盟
公
認
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
２
６
万
円   

▼
体
育
保
健
課 新
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新

新

平成 26 年度　主な施策と予算 ２　創造的で心豊かなひとづくり 

新

新

新

新

新

新

８月 30 日に開催予定の『プロ野球ウエスタンリーグ伊万里大会』



●
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
（
福
岡
都
市
圏
で
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
等
　 

）　
　
　
　 

３
５
６
万
円

　
西
九
州
自
動
車
道
の
開
通
を
見
据
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
行
い
、
福
岡
都
市
圏
な
ど
か
ら
の
誘

客
を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
一
円
に
市
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
看
板
を
設
置

し
、
市
民
の
認
知
度
を
高
め
、
観
光
客
の

受
け
入
れ
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
50
万
円
　
市
３
０
６
万
円

▼
観
光
課

●
観
光
基
盤
関
連
施
設
整
備
事
業１

５
０
万
円

　
西
九
州
自
動
車
道
の
開
通
を
見
据
え
、
新

た
に
観
光
案
内
板
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
既
存
の
歓
迎
広
告
塔
の
塗
装
直
し
を

行
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
５
０
万
円
　
　
　
▼
観
光
課

●
伊
万
里
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
開
催
事
業

１
４
８
万
円

　
福
岡
都
市
圏
に
お
い
て
、
伊
万
里
ブ
ラ
ン

ド
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
福
岡

市
内
の
ホ
テ
ル
で
宿
泊
者
や
来
館
者
を
対

象
に
『
伊
万
里
の
魅
力
』
を
実
感
で
き
る

伊
万
里
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、
さ
ら
な
る
販

売
促
進
と
観
光
客
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
４
８
万
円
　
　
　
▼
観
光
課
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西
九
州
自
動
車
道
が
平
成
26
年
度
に
谷
口
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
ま
で
開

通
す
る
こ
と
を
見
据
え
、
農
業
や
観
光
を
は
じ
め
本
市
産
業
の
発
展
に
お
け
る
絶
好

の
機
会
と
と
ら
え
、
伊
万
里
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
伊
万
里
焼

や
伊
万
里
牛
、
伊
万
里
梨
な
ど
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　
特
に
、
福
岡
都
市
圏
に
お
い
て
商
業
施
設
や
ホ
テ
ル
等
と
共
催
で
開
催
す
る
伊
万

里
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
実
施
会
場
の
追
加
や
、
伊
万
里
産
の
新
鮮
な
野
菜
、
果
物

の
展
示
販
売
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
を
対
象
と
す
る
観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
規
模
を

拡
大
し
て
事
業
を
展
開
す
る
な
ど
、
観
光
宣
伝
活
動
の
強
化
に
よ
り
、
交
流
人
口
の

増
加
や
特
産
品
の
販
路
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
を
観
光
ル
ー
ト
に
組
み
入
れ
た
新
た
な
旅
行
商
品
を
開
発
す
る
旅
行

代
理
店
へ
の
助
成
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
観
光
客
に
対
し
焼
き
物
の
里
を
強

く
印
象
づ
け
大
川
内
山
へ
の
誘
導
を
図
る
た
め
、
観
光
広
告
塔
を
設
置
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
伊
萬
里
ま
ち
な
か
一
番
館
の
運
営
を
支
援
す
る
ほ
か
、
商
店
街
の
活
性

化
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
ま
ち
な
か
に
お
け
る
賑に

ぎ

わ
い
の
創
出
を

図
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本
型
直
接
支
払
制
度
に
取
り

組
み
、
洪
水
防
止
な
ど
農
地
の
多
面
的
機
能

の
維
持
を
図
る
た
め
、
地
域
が
取
り
組
む
農

地
や
農
業
用
水
等
の
保
全
活
動
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
生
産
活

動
の
維
持
向
上
と
化
学
肥
料
の
低
減
や
環
境

保
全
に
配
慮
し
た
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
産
物
等
の
付
加
価
値
を
高
め
る

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
の
活
性
化
に
向

け
、
認
定
農
業
者
な
ど
を
対
象
と
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
ほ
か
、
農
業
用
機
械
や
施

設
の
整
備
を
支
援
す
る
な
ど
、
農
業
経
営
基

盤
の
強
化
に
よ
る
収
益
性
の
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

３
活
気
あ
ふ
れ
る
産
業
づ
く
り

まちづくりの目標

●
伊
万
里
ブ
ラ
ン
ド
販
売
促
進
事
業

４
８
２
万
円

　
博
多
阪
急
開
業
４
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
に

合
わ
せ
て
伊
万
里
牛
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、

伊
万
里
の
特
産
品
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
販
売
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
財
源
　
諸
収
入
３
７
２
万
円
　
市
１
１
０

　
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
観
光
課

●
観
光
振
興
団
体
支
援
事
業
　
６
９
４
万
円

　
市
の
観
光
情
報
の
発
信
や
案
内
な
ど
を
行

う
伊
万
里
市
観
光
協
会
な
ど
に
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
財
源
　
市
６
９
４
万
円
　
　
　
▼
観
光
課

●
観
光
振
興
団
体
支
援
事
業
（
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

放
映
　 

、
募
集
型
企
画
旅
行
誘
致 

　
）

４
１
２
万
円

　
西
九
州
自
動
車
道
の
開
通
を
見
据
え
、
宣

伝
活
動
の
強
化
や
、
本
市
を
観
光
ル
ー
ト

に
組
み
入
れ
た
旅
行
商
品
を
開
発
す
る
旅

行
代
理
店
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

福
岡
都
市
圏
な
ど
か
ら
の
誘
客
を
図
る
た

め
、
各
種
団
体
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
４
１
２
万
円
　
　
　
▼
観
光
課

●
ま
ち
な
か
活
性
化
団
体
支
援
事
業

９
０
４
万
円

　
伊
萬
里
ま
ち
な
か
一
番
館
を
拠
点
に
、
民
間

の
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
取

り
組
む
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
各

種
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
財
源
　
県
50
万
円
　
市
８
５
４
万
円

▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

新

新

新

新

『伊万里フェア』（福岡市内のホテル）で提
供されている伊万里産の食材を使った料理



新
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平成 26 年度　主な施策と予算 ３　活気あふれる産業づくり 

●
ト
ラ
ッ
ク
朝
市
開
催
支
援
事
業
　
48
万
円

　
都
市
住
民
（
消
費
者
）
と
農
山
漁
村
（
生

産
者
）
の
交
流
を
通
し
て
、
商
店
街
に
賑に

ぎ

わ
い
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
す
る
『
ト
ラ
ッ
ク
朝
市
』
に
対
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
48
万
円
　
　
　
　
　
▼
観
光
課

●
農
地
・
水
保
全
管
理
支
援
事
業

２
９
０
２
万
円

　
日
本
型
直
接
支
払
い
制
度
の
創
設
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
農
地
・
水
保
全
管
理
支

払
交
付
金
制
度
か
ら
『
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
』
制
度
に
移
行
し
、
農
地
、
農
業

用
水
な
ど
の
資
源
と
農
村
環
境
が
将
来
に

わ
た
り
良
好
な
状
態
で
保
全
管
理
し
、
そ

の
質
的
な
向
上
を
図
る
活
動
に
対
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
２
９
０
２
万
円

　
　
　
　
▼
農
山
漁
村
整
備
課

●
中
山
間
地
域
農
業
基
盤
・
環
境
整
備
促
進

事
業
（
県
営
事
業
負
担
金
）１

８
０
０
万
円

　
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
業
基
盤
な
ど
の

総
合
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
分
担
金
２
０
０
万
円
　
市
債
３
１
０

　
万
円
　
市
１
２
９
０
万
円

   

▼
農
山
漁
村
整
備
課

●
中
山
間
地
域
農
業
集
落
活
動
支
援
事
業

１
億
８
７
３
１
万
円

　
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
業
生
産
条
件
の

不
利
を
補
う
と
と
も
に
、
耕
作
放
棄
地
の

発
生
防
止
や
水
源
か
ん
養
、
洪
水
防
止
な

ど
の
多
面
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た

め
、
協
定
集
落
の
活
動
に
対
し
て
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
財
源
　
県
１
億
４
０
４
８
万
円
　
市

４
６
８
３
万
円
　
　
　   

▼
農
業
振
興
課

●
環
境
保
全
型
農
業
取
組
支
援
事
業

２
６
８
万
円

　
化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
の
低
減
や
有

機
農
薬
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
な
が

ら
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保

全
に
効
果
の
高
い
営
農
活
動
を
行
う
取
り

組
み
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
県
１
３
５
万
円
　
市
１
３
３
万
円

▼
農
業
振
興
課

●
６
次
産
業
化
セ
ミ
ナ
ー
開
催
事
業

25
万
円

　
農
家
の
経
営
を
多
角
化
し
収
益
率
を
上

げ
る
た
め
、
農
業
６
次
産
業
化
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
委
嘱
し
、
認
定
農
業
者
や
農
業
法

人
な
ど
の
担
い
手
農
家
な
ど
を
対
象
に
、

６
次
産
業
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
25
万
円   

　
　
▼
農
業
振
興
課

●
水
田
農
業
機
械
・
施
設
等
整
備
支
援
事
業

９
１
４
万
円

　
水
田
農
業
の
担
い
手
の
経
営
安
定
と
競
争

力
の
あ
る
売
れ
る
米
・
麦
・
大
豆
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
水
田
農
業
の
担
い

手
自
ら
が
経
営
発
展
に
向
け
て
策
定
し
た

『
効
率
的
生
産
確
立
計
画
』
の
実
現
に
必

要
な
機
械
、
施
設
な
ど
の
整
備
に
対
し
て

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
県
７
０
３
万
円
　
市
２
１
１
万
円

   

▼
農
業
振
興
課

●
高
性
能
林
業
機
械
導
入
支
援
事
業

１
７
６
６
万
円

　
林
業
整
備
の
作
業
労
働
の
軽
減
や
効
率
化
、

利
用
間
伐
な
ど
を
促
し
、
伊
万
里
地
区
内

の
素
材
生
産
量
の
増
加
を
図
る
た
め
、
高

性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
要
す
る
経
費
を

補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
１
７
６
６
万
円

　
　
　
　
▼
農
山
漁
村
整
備
課

●
林
道
整
備
促
進
事
業   

　
　
３
１
８
万
円

　
県
代
行
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る

林
道
の
境
界
杭
設
置
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
林
道
の
整
備
に
必
要
な
用
地
を
購
入

し
ま
す
。

　
財
源  

繰
入
金
１
７
０
万
円
　
市
１
４
８

　
万
円      

　
　
　
　
▼
農
山
漁
村
整
備
課

●
波
多
津
漁
港
改
修
事
業
　
　
８
１
１
万
円

　
波
多
津
漁
港
施
設
に
お
い
て
、
埋
め
立
て

地
の
地
盤
沈
下
や
排
水
不
良
が
生
じ
、
満

潮
時
に
豪
雨
が
重
な
っ
た
場
合
に
、
海
へ

雨
水
を
排
水
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
施
設
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
財
源  

県
３
１
０
万
円  

繰
入
金
３
７
０

　
万
円
　
市
１
３
１
万
円

         

　
　
　
　
▼
農
山
漁
村
整
備
課

●
伊
万
里
港
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

５
０
０
万
円

　
佐
賀
県
伊
万
里
港
振
興
会
が
、
伊
万
里
港

七
ツ
島
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
取

扱
貨
物
の
増
大
に
向
け
て
行
う
助
成
事
業

に
要
す
る
費
用
を
負
担
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
５
０
０
万
円

新

新

多くの客が訪れたまちなかで開催された『にぎ
わいマルシェ（市場）』

伊万里港を利用する産業の国際競争力の向上を図る
ため国と県により整備されたガントリークレーン



●
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事
業７

６
４
万
円

　
市
民
の
生
命
、
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た

め
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
つ
い
て
基

本
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
県
６
８
０
万
円
　
市
84
万
円

▼
防
災
危
機
管
理
課

●
防
災
活
動
事
業
（
防
災
・
減
災
フ
ォ
ー
ラ

ム
　 

）　
　
　
　
　 

　
　  

１
７
８
万
円

　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
促
進
す
る
た

め
、
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
作
成
に
要
す
る

費
用
の
補
助
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
制

60
周
年
を
記
念
し
、
佐
賀
県
地
域
防
災
力

向
上
促
進
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
、
防

災
・
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
財
源
　
県
50
万
円
　
市
１
２
８
万
円

▼
防
災
危
機
管
理
課

●
西
九
州
自
動
車
道
整
備
促
進
事
業
（
西
九

州
自
動
車
道
等
開
通
記
念
事
業
費
補
助
金

　 

）　
　
　
　   

　
　
　
　
１
２
８
万
円

　
西
九
州
自
動
車
道
の
本
市
へ
の
延
伸
な
ど

を
記
念
し
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
祝
賀
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
２
８
万
円

▼
伊
万
里
湾
総
合
開
発
・
国
道
対
策
課

●
都
市
計
画
道
路
整
備
促
進
事
業
（
県
営
事
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玄
海
原
子
力
発
電
所
に
関
連
す
る
防
災
対
策
と
し
て
、
緊
急
時
防
護
措
置
準
備
区

域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
を
対
象
と
す
る
避
難
道
路
の
整
備
や
財
政
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、
国

や
県
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
の
発
生
時
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
迅
速
か
つ
確
実
に
災
害
情
報
を
伝
達

す
る
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
着
手
す
る
ほ
か
、
防
災
や
減
災
を
テ
ー
マ
と
す
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
地
区
防
災
会
は
も
と
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
に
対
す

る
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
福
岡
都
市
圏
か
ら
の
移
動
時
間
を
大
幅
に
短
縮
し
、
広
域
的
な
交
流
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
災
害
時
に
は
避
難
路
と
も
な
る
西
九
州
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、
い
よ

い
よ
唐
津
市
か
ら
南
波
多
町
ま
で
と
山
代
町
か
ら
松
浦
市
ま
で
の
２
つ
の
区
間
が
開

通
す
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
な
ど
の
記
念
事
業
を
開
催
す
る
ほ
か
、
市

内
全
区
間
の
早
期
開
通
に
向
け
、
関
係
機
関
へ
の
提
案
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
臨
港
道
路
七
ツ
島
線
を
は
じ
め
国
道
２
０
４
号
バ
イ
パ
ス
や
都
市
計
画
道

路
大
坪
木
須
線
な
ど
、
交
通
の
利

便
性
を
高
め
、
物
流
や
観
光
、
防

災
な
ど
市
民
生
活
や
経
済
活
動
を

支
え
る
重
要
な
都
市
基
盤
と
な
る

幹
線
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る
ほ

か
、
市
街
地
に
お
け
る
交
通
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
、
新
た
に
都
市

計
画
道
路
大
坪
小
学
校
線
の
整
備

に
着
手
し
ま
す
。

　
伊
万
里
港
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
浦
ノ
崎
地
区
廃
棄
物
処
理
用

地
の
産
業
用
地
と
し
て
の
活
用
に

向
け
、
埋
め
立
て
の
促
進
を
は
じ

め
港
湾
計
画
の
変
更
な
ど
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
に
対
し
強
く
働
き

か
け
ま
す
。

新

安
全
で
快
適
な
地
域
づ
く
り

４まちづくりの目標

業
負
担
金
）　
　
　
　
　
４
０
０
５
万
円

　
都
市
計
画
道
路
大
坪
木
須
線
お
よ
び
八
谷

搦
駅
前
線
の
整
備
に
要
す
る
経
費
を
負
担

し
ま
す
。

　
財
源
　
市
債
３
６
０
０
万
円
　
市
４
０
５

　
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
都
市
開
発
課

●
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業
（
大
坪
小
学
校

線   

）　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
０
万
円

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

都
市
計
画
道
路
大
坪
小
学
校
線
の
整
備
に

着
手
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
８
２
５
万
円
　
市
債
６
７
０
万

円
　
市
５
万
円
　
　
　
　
▼
都
市
開
発
課

●
市
道
改
良
事
業
（
単
独
）　
１
１
９
９
万
円

　
市
道
の
改
良
や
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

財
源
　
県
１
０
７
０
万
円
　
市
１
２
９
万
円

▼
建
設
課

新
新

新

防火フェスタで消防職員に指導を受けながら真剣に消
火器を操作する子どもたち

災害時の危険個所や避難経路などを確認しながら『わが
まち・わが家の防災マップ』を作成する地域の人たち
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●
道
路
管
理
事
業
　
　
　  

８
４
９
４
万
円

　
市
内
全
域
の
市
道
の
維
持
補
修
工
事
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
県
５
７
５
０
万
円
　
市
２
７
４
４

　
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
建
設
課

●
河
川
管
理
事
業
　
　
　  

１
３
８
４
万
円

　
準
用
河
川
お
よ
び
普
通
河
川
の
正
常
な
機

能
維
持
と
、
河
川
の
排
水
機
場
や
樋
門
な

ど
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
国
３
１
４
万
円
　
県
２
８
１
万
円

　
市
７
８
９
万
円
　
　
　
　
▼
土
木
管
理
課

●
煤
屋
川
改
修
事
業  

　 

　
１
８
３
３
万
円

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

準
用
河
川
煤
屋
川
は
狭
く
蛇
行
し
て
い
る

た
め
台
風
や
豪
雨
時
は
頻
繁
に
氾は

ん
ら
ん濫

し
、

農
地
や
家
屋
が
浸
水
被
害
を
受
け
る
こ
と

か
ら
、
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
国
６
０
０
万
円
　
市
債
１
１
８
０

　
万
円
　
市
53
万
円
　
　
　
▼
土
木
管
理
課

●
都
市
公
園
管
理
事
業
　
　
３
９
６
４
万
円

　
都
市
公
園
38
施
設
の
清
掃
、
樹
木
な
ど
の

せ
ん
定
・
防
除
、
遊
具
の
点
検
な
ど
の
維

持
管
理
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
使
用
料
16
万
円
　
諸
収
入
７
万
円

市
３
９
４
１
万
円
　
　
　
▼
都
市
開
発
課

●
市
営
住
宅
改
修
事
業 

　 

４
４
４
２
万
円

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

老
朽
化
が
著
し
い
市
営
住
宅
の
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
国
２
１
２
３
万
円
　
諸
収
入
10
万

円
　
市
債
２
２
６
０
万
円
　
市
49
万
円

▼
建
設
課

●
空
き
家
等
管
理
促
進
事
業
　
２
７
８
万
円

　
平
成
25
年
１
月
に
施
行
し
た
空
き
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
危

険
な
空
き
家
な
ど
に
対
し
て
適
正
な
措
置

を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
国
１
１
３
万
円
　
市
１
６
５
万
円

▼
建
設
課

●
散
弾
銃
射
撃
場
環
境
調
査
事
業

１
７
２
１
万
円

　
市
散
弾
銃
射
撃
場
お
よ
び
旧
散
弾
銃
射
撃

場
に
お
け
る
鉛
対
策
の
た
め
の
土
壌
調
査

を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
７
２
１
万
円
　
▼
体
育
保
健
課

●
波
多
津
簡
易
水
道
区
域
拡
張
事
業
（
深
谷

地
区
）【
水
道
事
業
特
別
会
計
】

　
　
　  
３
７
９
０
万
円

　
水
道
未
普
及
地
域
で
あ
る
波
多
津
町
木
場

深
谷
地
区
に
水
道
施
設
を
整
備
し
、
波
多
津

簡
易
水
道
の
給
水
区
域
を
拡
張
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
１
１
２
８
万
円
　
市
債
２
５
０
０

　
万
円
　
市
１
６
２
万
円  

▼
水
道
部
工
務
課

●
有
田
川
浄
水
場
更
新
事
業
【
水
道
事
業
特

別
会
計
】　
　
　
　  

12
億
１
９
２
６
万
円

　
施
設
の
老
朽
化
や
水
源
の
水
質
変
化
な
ど

に
対
応
し
、
安
全
・
安
心
で
良
質
な
水
道

水
を
供
給
す
る
た
め
、
高
度
浄
水
処
理
施

設
へ
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
国
３
億
２
１
０
０
万
円  

市
債
６
億

円
　
出
資
金
１
億
６
９
２
３
万
円
　
市

１
億
２
９
０
３
万
円
　
▼
水
道
部
工
務
課

●
公
共
下
水
道
事
業
【
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
】　
　
　
　 

19
億
９
２
３
４
万
円

　
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
し
、
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
下
水
道
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
１
８
０
０
万
円
　
市
債
６
億

　
８
８
１
０
万
円
　
使
用
料
な
ど
５
億

　
６
６
２
４
万
円
　
市
７
億
２
０
０
０
万
円

▼
下
水
道
課

●
浄
化
槽
設
置
促
進
事
業   

１
８
１
１
万
円

　
浄
化
槽
を
設
置
す
る
世
帯
に
対
し
て
補
助

を
行
い
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域

の
水
質
汚
濁
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

　
財
源
　
国
５
７
８
万
円
　
県
６
０
４
万
円

　
市
６
２
９
万
円
　
　
　
　 

 

▼
下
水
道
課

●
浸
水
対
策
事
業
　
　
４
億
４
１
１
８
万
円

　
満
潮
時
に
豪
雨
が
重
な
っ
た
場
合
、
道
路

な
ど
が
冠
水
す
る
馬
伏
地
区
と
松
島
搦
地

区
に
、
雨
水
渠き

ょ

や
排
水
機
場
な
ど
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
国
２
億
１
６
８
０
万
円
　
市
債

２
億
９
８
０
万
円
　
市
１
４
５
８
万
円

      

▼
下
水
道
課

●
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
５
０
４
２
万
円

　
ご
み
を
分
別
収
集
す
る
た
め
の
指
定
ご
み

袋
な
ど
の
製
作
を
行
う
と
と
も
に
、
一
般

廃
棄
物
の
収
集
運
搬
を
業
者
へ
委
託
し
実

施
し
ま
す
。

　
財
源
　
手
数
料
１
億
９
４
９
万
円
　
諸
収

入
30
万
円
　
市
４
０
６
３
万
円
▼
環
境
課

●
環
境
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
８
６
３
４
万
円

　
市
内
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
（
一
般
廃
棄

物
）
を
衛
生
的
か
つ
適
正
に
処
理
す
る
た

め
、
老
朽
化
し
た
焼
却
施
設
を
安
全
に
稼
働

で
き
る
よ
う
管
理
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
諸
収
入
１
４
０
７
万
円
　
市
２
億

　
７
２
２
７
万
円
　
　
　
　
　
　
▼
環
境
課

新

多くの人でにぎわう市役所公用車車庫で開催されるリサイクルバザー
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●
伊
万
里
・
有
田
地
区
衛
生
組
合
運
営
負
担
金

２
億
８
４
６
１
万
円

　
伊
万
里
・
有
田
地
区
衛
生
組
合
が
行
う
し

尿
処
理
や
火
葬
場
事
業
の
運
営
経
費
を
負

担
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
２
億
８
４
６
１
万
円 

▼
環
境
課

●
ご
み
処
理
広
域
化
推
進
事
業

１
億
８
７
９
５
万
円

　
佐
賀
県
西
部
４
市
５
町
で
構
成
す
る
佐
賀

県
西
部
広
域
環
境
組
合
に
対
し
て
経
費
を

負
担
し
、
新
施
設
の
建
設
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
ご
み
処
理
施
設
建
設

工
事
や
取
付
道
路
維
持
補
修
工
事
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
億
８
７
９
５
万
円   

▼
環
境
課

●
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
改
定
事
業

２
０
０
万
円

　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

を
策
定
し
、
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
を

図
り
ま
す
。

　
財
源
　
市
２
０
０
万
円
　
　    

▼
環
境
課

●
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
係
る
地
域
振

興
事
業
　
　
　
　
　
　
　
２
８
４
５
万
円

　
佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
と
松
浦
町
広

域
ご
み
処
理
施
設
建
設
対
策
協
議
会
と
の

間
で
締
結
さ
れ
た
地
域
振
興
策
協
定
に
基

づ
き
、
組
合
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
松
浦

町
の
地
域
振
興
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
２
８
４
５
万
円
　
▼
環
境
課

●
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
係
る
地
域
振

興
基
金
　
　
　
　
　
　
　
５
０
１
１
万
円

　
佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
と
松
浦
町
広

域
ご
み
処
理
施
設
建
設
対
策
協
議
会
と
の

間
で
締
結
さ
れ
た
地
域
振
興
策
協
定
に
基

づ
き
、
組
合
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
松
浦

町
の
地
域
振
興
事
業
を
行
う
た
め
の
資
金

の
積
み
立
て
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
財
産
収
入
11
万
円
　
諸
収
入

　
５
０
０
０
万
円
　
　
　
　
　
　
　
▼
環
境
課

●
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
運
営
負
担
金

７
億
６
８
０
３
万
円

　
４
月
１
日
に
発
足
し
た
伊
万
里
・
有
田
消

防
組
合
が
行
う
消
防
事
業
の
運
営
経
費
を

負
担
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
７
億
６
８
０
３
万
円

▼
消
防
調
整
課

●
消
防
団
車
両
管
理
事
業
　
　
４
８
３
万
円

　
各
地
区
消
防
団
に
配
備
さ
れ
て
い
る
小
型

動
力
ポ
ン
プ
な
ど
に
つ
い
て
、
老
朽
化
に

伴
う
更
新
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
諸
収
入
４
７
６
万
円
　
市
７
万
円

▼
消
防
調
整
課

●
鉄
道
交
通
支
援
事
業
　  

１
１
６
７
万
円

　
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
松
浦
鉄
道
株
式
会

社
の
円
滑
な
事
業
運
営
の
た
め
、
松
浦
鉄

道
沿
線
の
２
県
４
市
２
町
で
組
織
す
る
松

浦
鉄
道
自
治
体
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
決

定
し
た
施
設
整
備
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

施
設
の
整
備
、
更
新
に
対
す
る
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
１
６
７
万
円

　
▼
地
域
振
興
・
公
共
交
通
対
策
課

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

１
５
７
１
万
円

　
高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
た
め
、
市
独
自
の
地
域
密
着
型

バ
ス
の
運
行
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
５
７
１
万
円

　
▼
地
域
振
興
・
公
共
交
通
対
策
課

●
バ
ス
交
通
支
援
事
業
　
　
　
８
８
０
万
円

　
地
域
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
と
し
て
定
着

し
て
い
る
東
山
代
『
元
気
バ
ス
』
事
業
に

対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
８
８
０
万
円

　
▼
地
域
振
興
・
公
共
交
通
対
策
課

●
防
犯
灯
設
置
促
進
事
業
　
　
１
２
０
万
円

　
各
行
政
区
が
行
う
防
犯
灯
の
設
置
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
２
０
万
円
　
　  

▼
総
務
課

●
急
傾
斜
地
整
備
事
業
　
　  

１
０
０
万
円

　
家
屋
な
ど
の
背
後
地
の
急
傾
斜
地
や
崖
地

の
崩
壊
に
よ
る
被
害
の
増
大
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
分
担
金
25
万
円
　
県
50
万
円
　
市

25
万
円
　
　
　
　
　
　
　
▼
土
木
管
理
課

新

新

新

新

佐賀県西部広域環境組合が建設を進めている広域ごみ処理施設の完成予想図

雨期を前に地元や防災関係者で行う防災パトロール



事
業  

　
　
　
　
　
　 

　
１
５
４
１
万
円

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
利
用
が
始
ま
る
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
に
対
応
す
る
た
め
、
基
幹

シ
ス
テ
ム
の
改
修
作
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
５
４
１
万
円
　
▼
情
報
広
報
課

●
地
籍
調
査
事
業   

　
１
億
２
０
４
５
万
円

　
公
共
財
産
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
土
地

に
関
す
る
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
黒
川

町
や
波
多
津
町
の
一
部
の
地
籍
調
査
を
行

い
ま
す
。

　
財
源
　
手
数
料
16
万
円
　
県
８
１
３
０
万

円
　
諸
収
入
53
万
円
　
市
３
８
４
６
万
円

▼
地
籍
調
査
課

●
議
員
政
務
活
動
支
援
事
業
　
６
０
０
万
円

　
市
議
会
議
員
の
調
査
研
究
活
動
の
た
め
、

必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
６
０
０
万
円
　
▼
議
会
事
務
局

●
市
制
60
周
年
記
念
式
典
開
催
事
業

 

１
９
４
万
円

　
市
制
60
周
年
を
記
念
し
て
式
典
を
開
催
し
、

市
政
功
労
者
と
善
行
者
を
表
彰
す
る
ほ
か

企
画
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
９
４
万
円
　
　
　
▼
秘
書
課

●
甲
子
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業 

99
万
円

　
全
国
の
注
目
を
集
め
る
甲
子
園
出
場
を

テ
ー
マ
に
、
指
導
者
研
修
会
や
高
校
野
球

強
化
試
合
の
開
催
に
対
す
る
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
33
万
円
　
市
66
万
円

▼
地
域
振
興
・
公
共
交
通
対
策
課

り
活
動
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
財
産
収
入
21
万
円
　
市
84
万
円

▼
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

●
次
代
を
創
る
研
修
事
業      

３
２
３
万
円

　
ふ
る
さ
と
創
生
人
材
育
成
基
金
を
活
用

し
、
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
市
民
が
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
を
柱
と
し
た
海
外
研
修

を
実
施
し
ま
す
。

　
財
源
　
財
産
収
入
６
万
円
　
繰
入
金
２
４
７

　
万
円
　
諸
収
入
70
万
円

▼
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

●
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
構
築
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市
政
運
営
の
根
幹
に
据
え
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
と
の
協
働
を
さ
ら
に
活
性
化
す

る
た
め
、
地
域
の
課
題
解
決
を
め
ざ
し
各
町
に
お
い
て
主
体
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
活
動
へ
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
海
外
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

の
先
進
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
た
め
、
公
募
に
よ
る
研
修
団
を

派
遣
し
ま
す
。

　
年
金
や
税
を
は
じ
め
、
福
祉
、
医
療
な
ど
に
関
す
る
住
民
情
報
の
相
互
連
携
を
目

的
と
し
て
新
た
に
創
設
さ
れ
る
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
へ
の
対
応
を
進
め
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
人
口
減
少
に
伴
う
適

正
な
施
設
規
模
な
ど
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
、
施
設
の
統
廃
合
を
含
め
た
再
配
置

や
改
修
な
ど
に
関
す
る
中
長
期
的
な
計
画
を
策
定
し
、
施
設
の
長
寿
命
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
確
保
や
行
政
評
価
の
活
用
、機
構
改
革
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
、

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
効
果
的
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
地
域
の
元
気
推
進
事
業   

　
６
３
２
万
円

　
地
域
の
課
題
に
対
応
し
た
、
住
民
自
ら
の

手
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
市
内
全
13
町
（
地
区
）
公
民
館
を

拠
点
に
組
織
さ
れ
た
『
ま
ち
づ
く
り
運
営

協
議
会
』
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
４
０
０
万
円
　
市
２
３
２

　
万
円
　
　
▼
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

●
21
世
紀
市
民
ゆ
め
づ
く
り
計
画
支
援
事
業

１
０
５
万
円

　
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
活
動
団
体
が

主
体
的
に
取
り
組
む
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く

新

まちづくりの目標

平成 26 年度　主な施策と予算 ５　自立と協働のまちづくり ５
自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

新

伊万里市観光ボランティアガイドの会主催の福々開
運スタンプラリーに挑戦する子どもたち（左２人）

アグリ山からの絶景を見ながら疲れを癒やす波多津
ウォークの参加者たち
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